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イϕント΁のࢀՃֶ生のײ૝
　栄養クリニック開設の目的のひとつ、「実践力のある管理栄養士養成のために、在学生が様々なイベントに参加

して、管理栄養士としての資質の向上を図る」という఺から、栄養クリニックのイベントに本学食物栄養学科の学

生の参加をੵ極的に受け入れている。大学では社会のニーズにԠじた実践力を備えるために、一般の方が健康や栄

養に対してどのような考えを持っているか、個人のᅂ޷や経ࡁ面を考え、ઐ໳的な用ޠを使わず૬手にわかりやす

く説明する力など身に෇けなければならないことはたくさんある。

　栄養クリニックで開催される様々な事業では、実際に管理栄養士が一般の方へ情報発৴する࢟を見ることができ

る。学生がスタッフと一ॹになって参加することで、どのような఻え方をすれば఻わりやすいのか、どのような情

報に一般の方は興味をࣔすのかなどを学び、それͧれのݱ場で自身で課題を見つけ、対象者ଆに立った目ઢでの食

事指導や栄養指導ができるキャリアを身に෇けて欲しいと考えている。

૝ײՃֶ生のࢀ

様々な年୅の方との઀し方、体組成・骨密度測定の測り

方などを学べました。栄養૬ஊを見学して、その場で結

果を見て的֬な指導ができる力を身に෇けたいと思いま

した。

（１回生/大学ࡇにおける栄養アセスメント体験）

骨密度に関して全くのແ知のঢ়ଶであったので、測定し

ながら自らの理解を深めることができました。また、ઌ

生のԣで栄養指導を見学させていただいて管理栄養士の

仕事にഽで৮れることができました。

（３回生/大学ࡇにおける栄養アセスメント体験）

　栄養クリニックのイベントは長時間の活動であるにもかか

わらず、学生たちはऴ始সإでੵ極的なଶ度で޷感が持てる

Ԡ対ができていた。今後、管理栄養士として携わるさまざま

な事業の中で、自ら課題を設定し、اը・立案から実施、ධ

Ձ・課題解決などの場面に役立つ体験ができたと思われる。

特に、栄養૬ஊの知識・技術は大学の授業で学ぶだけではで

きないことがわかり、期଴以上のऩ֭であったようである。

在学中に栄養クリニックの行事にੵ極的に参加し、各自の能

力をഓい、社会のニーズにԠえられる実践力を身に෇ける教

育の場として今後も栄養クリニックを活用して欲しい。

ֶ生のࢀՃঢ়گɹ໊ۀࣄ（ਓ਺）

料理教室・学習会（21）、ෟখランチ（500）、大学ࡇにお

ける栄養アセスメント体験（27）、東山区地域連携事業高齢

者の骨密度測定会（30）、中৴ビジネスフェア（５）

� （ਢ֋さゆみ）
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